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期末テスト成績シート配付
期末テストの成績シートを２枚配付しました。下記の見方を参考に、ご確認のうえ、

家庭で保管をお願いします。

◆２０２０年度 全成績シートの見方（A4）
成績シート一覧用（上部）の見方

・回：テストの回数を表します。テストのたびに追加されていきます。

・各教科の数値：斜線左上が自分の得点、右下が学年順位を表します。

・合計：同様に斜線左上が自分の合計点、右下が学年順位を表します。

成績シートのグラフの見方

・横軸（1 2 ・・・12）は一覧表内の「回」に対応しています。
・縦軸（1 10 20･･･50･･･100）は自分の点数に対する学年での相対的な位置を
表しています。

◆個人成績表の見方（A４の１／４）

・全教科の得点・平均・順位が記してあります。

・レーダーグラフ：５教科の得点のバランスがわかります。

学 年 だ よ り

相対的な位置について

５０の位置にあれば、学年内での平均的な得点になっていることになり

ます。グラフで５０より上にあればあるほど、平均点に対しての得点が高

いということを表し、５０より下にあればあるほど、平均点に対しての得

点が低いということを表しています。回を重ねるごとに点（●）が追加さ
れ、折れ線グラフとして自分の得点の推移を確認することができます。

なぜこのような表示形式をとっているかというと、単純な点数の推移を

表すグラフでは、実質的な得点が見えないことがあります。例えば、国語

の点数で１学期中間テスト８０点、第１回習熟度テスト７５点であった場

合、数字的には「点数が下がった」と感じますが、中間テスト平均８０

点、習熟度テスト平均７０点であれば、実質的には「得点が上がってい

る」ことになります。また、中間テスト合計３８０点、習熟度テスト合計

３７０点であった場合でも、中間テストの合計平均点３８０点、習熟度テ

ストの合計平均３５０点であれば習熟度テストの点数の方が実質的には

「上がっている」ことになります。


